
【企画展／特別展】

8月7日（火）～10月10日（水）
シーボルト著「日本」にみる近世NIPPON
［場所］西南学院大学博物館1階廊下前、2階講堂

9月3日（月）～9月29日（土）
博物館実習成果展Ⅳ　ギョギョギョ　西南★海ステリー博
［場所］西南学院大学博物館1階特別展示室

10月19日（金）～12月15日（土）
キリシタン考古学の世界
［場所］西南学院大学博物館1階特別展示室、2階講堂

12月20日（木）～2013年5月15日（水）
古写真でみる西南学院Ⅱ
［場所］西南学院大学博物館1階廊下前、2階講堂

【講演会など】

10月20日（土）～10月22日（月）
一般社団法人日本考古学協会2012年度福岡大会
［場所］西南学院大学チャペル・1号館・2号館・大学博物館

10月31日（水）～11月1日（木）
国際シンポジウム人文系と自然系博物館の教育連携
［場所］西南コミュニティーセンター、大学博物館

11月17日（土）14：00～16：00
第12回特別展関連公開講演会
「キリシタン考古学の世界」…安髙啓明氏（本学博物館学芸員）
「日本におけるキリシタン墓碑の様相―とくに墓碑の編年と分布について」
 …大石一久氏（長崎歴史文化博物館研究グループリーダー）
「原城出土のキリシタン資料」…松本慎二氏（南島原市教育委員会文化財課課長）

【せいなんこどもワークショップ】

9月29日（土）10：00～12：00
みんなのせいなん水族館
［場所］西南学院大学博物館

11月17日（土）10：00～12：00
せいなんウォークラリー
［場所］西南学院大学博物館

12月1日（土）10：00～12：00
粘土を使った古代のモノづくり
［場所］西南学院大学博物館

シーボルト著「日本」に描かれた
考古・民俗資料
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南蛮文化に想いをはせて…
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企画展紹介 シーボルト著「日本」に描かれた考古・民俗資料

所蔵品紹介 南蛮人行列奉納絵馬

大学博物館紹介⑪ 立正大学博物館

特 集 南蛮人行列奉納絵馬

企画展紹介 現在開催中

　残暑の厳しいなか、みなさまいかがお過ごしでしょうか。当館で
は、大学博物館共同企画シリーズⅡ「閉ざされた島　開かれた
海―鎖国の中の日本―」を、盛況のうち終えることが出来ました。
ご来館、そしてご感想、まことにありがとうございます。夏休みという
こともあり、遠方からお越しの方、また小・中学生の方 に々も、たくさ
んご来館していただきました。今後も引き続き企画展、特別展とも
に開催される予定です。季節とともに展示風景の変わっていく館
内を、みなさまにお楽しみいただけたら幸いです。
  博物館臨時職員　Y・A 

2012（平成24）年

その他、幅広いニーズに合わせて団体見学会等も実施しております。
なお、予定は変更することもございますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。

　海原のロマンを感じた。外国人の絵図が興味深い。当時
の絵師の感動と観察の鋭さが面白い。

（2012/6/22　男性　40代）

　西南学院大学97期生です。大阪から来ました。素晴らし
い展示でした。また伺いますね。

（2012/8/17　女性　40代）

　色々知れた。ひょっとして、このことって、中学の勉強に出て
くるのかな。 （2012/8/17　男性　10代）

　本校OBとしてこのような素晴らしい博物館や企画展があ
ることが嬉しかったです。卒業してもう30数年、久しぶりに訪れ
て、なつかしい気持ちでいっぱいです。

（2012/7/12　男性　50代）

南蛮人行列奉納絵馬
［西南学院大学博物館所蔵］

会 期／2012（平成24）年

 8月7日（火）～10月10日（水）

　医学部時代に医学のみならず、動物学・植物学なども学んだシー

ボルトは医者と同時に博物学者でもありました。そのようなバックグラウ

ンドをもつシーボルトは、オランダ商館医として長崎に派遣された後、積

極的に日本の研究を行いました。その集大成として出版された『日本』

は、彼の博物学者としての側面をよく物語っています。ここに描かれた

当時の文物や服装は視覚的に当時の様子を知ることができる一級

の資料と考えられます。それは、江戸時代の博物館資料と言い換える

こともできるのではないでしょうか。本企画展では、そのなかから考古・民

俗資料に焦点をあてました。各資料の特徴が詳しく表現されている一

方、その後の研究結果で明らかになった見解とは異なる解釈もありま

す。そのような面も含めて当時の考古・民俗資料がどのように捉えられ

ていたのかを企画展を通して知っていただければ幸いです。

博物館実習成果展Ⅳ

ギョギョギョ
西南☆海ステリー博

キリシタン考古学
の世界 ―今日に甦る祈りとさけび－

会 期／2012（平成24）年
 9月3日（月）～9月29日（土）
主 催／西南学院大学博物館
共 催／船の科学館
 海と船の博物館ネットワーク

　博物館実習生10名による実習成果展Ⅳは、
海の生き物の秘密に迫ります。遊びながら楽しく
学ぶことができる展覧会です。

会 期／2012（平成24）年
 10月19日（金）～12月15日（土）
主 催／西南学院大学博物館
共 催／一般社団法人日本考古学協会

　キリシタン時代の光と影。九州各地で日々 挙
げられている発掘成果を一堂に紹介し、キリシタ
ンたちが信仰していた実相に迫る。

せいなんこどもワークショップ活動報告
　2012年度第1回のワークショップ「地球儀をつくろう！」を6月23日
におこないました。まず神戸大学海事博物館との共同企画である春季
特別展「大学博物館共同企画シリーズⅡ　閉ざされた島　開かれた
海―鎖国のなかの日本―」のギャラリートークで、鎖国がおこなわれて
いた当時の日本について知ってもらいました。参加者はみな、現在とは
異なる航海技術や当時描かれた外国人の絵などに興味をもって見学し
てくれたようで、なかにはたくさん質問をしてくれた子もいました。
　ミニ地球儀のペーパークラフト作りでは、組み立てが少し難しく低
学年の子供たちは苦戦していましたが、作成した地球儀を通して日本
が海に囲まれた島国であること、海と船とともに発展を遂げてきたこと
を感じてくれたように思います。また、記念にギャラリートークで大人
気だった南蛮船奉納絵馬、南蛮人行列奉納絵馬の塗り絵を配りまし
た。江戸時代に日本人の目に外国人がどう映っていたか、絵馬に込めら
れた人々 の願いを考えてもらえたのではないかと思います。

現在開催中

次回特別展予告
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― 2012年度博物館実習 ―
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　立正大学博物館は考古学標本室、考古学陳列室を前身

として、大学創立130周年を記念し2002年に熊谷キャンパス内

に開館しました。考古学研究室発掘資料、撫石庵コレクション

をはじめとする仏教考古学資料を中心に、国内は旧石器時代

から平安時代に至る様 な々遺物、海外はネパールティラウラコット

遺跡出土資料、サハリン出土資料など多種多様な考古資料

が展示されています。2006年に伝橿原市出土梵鐘（平安時

代）が復元され、貴重な資料の音色を楽しむことができます。

　年2回の特別展・企画展、講演会に加えて、博物館実習も

おこなわれています。これまでには仏教学部の卒業制作展が

開催されているほか、

2008年度から他の校

舎の学生にも展示を見

てもらえるよう、移動校舎

展示もはじまっています。

また、『博物館案内』や館報「万吉だより」などの刊行物も多く

発刊されており、大学における教育・研究の発展の場として活

用されています。

博物館GP研究員　貞清世里　　 

【大学博物館紹介⑪】

南蛮人行列奉納絵馬
南蛮文化に想いをはせて…

物も多く

として活

里　　  

　この絵馬は南蛮人行列と、これを出迎える修道士たちを

描いたもので、社寺に奉納されていたものです。鎖国体制確

立前、キリスト教の布教が自由だった時代を描いた本資料

は、南蛮屏風の一部であることは一目瞭然です。その原本は

南蛮文化館が所蔵している南蛮屏風と極めて酷似している

ことがわかります。

　傘下で手をあわせているのがカピタン・モールで、二匹の

犬を連れています。随行者が椅子をもっていたり、出迎える修

道士が眼鏡をしている様子。さらには暖簾から行列を覗いて

いる女性、さらに家紋までも一致しています。

　原本の屏風は南蛮文化館に所蔵される前、大阪府堺

市の旧家にありました。いつ、この南蛮屏風をみて絵馬に模

写したのか時期特定を試みなければなりません。また、南蛮

人の行列を描いた絵馬を社寺に奉納することも皮肉なとこ

ろですが、困窮した状況からの現状打破を願っていたので

しょうか。南蛮文化の華やかだった時代に想いを馳せた当

時の人々の姿がわかります。

　本年度は10名の本学学生が実習に参加しています。

一年に一度やってくるもはや恒例になっていますが、学芸

員の初心にかえる大切な時期になっています。熱心な学

生の質問を受けるたびに、学芸業務の素晴らしさを感じま

す。決してルーチンとはいかない職業ではありますが、責任

をともなう重要な仕事に日々 あたっているんだなと再確認し

ています。まだ三十代前半で学芸員としては若年層になり

ますが、博物館界のためにも学芸員の卵たちを責任もって

育てていかなければならないと強く感じています。特別展業

務と同時平行での博物館実習で大変ですが、若いエネ

ルギーをもらえる良い期間になっています。
博物館学芸員　安髙啓明

水を湧かせる
奇跡

松ぼっくりでクリスマスツリー！（12/10）せいなんミュージアムカードをつくろう（9/17）船のペーパークラフトをつくろう（6/25）

　伝道活動、建築事務所、メンソレータム、日本国籍取得。これ

らの言葉から、みなさまはなにを想像されるでしょうか。実はこれら

は当館を設計したウィリアム・メレル・ヴォーリズに深く関係するもの

なのです。

　ウィリアム・メレル・ヴォーリズは、明治38（1905）年に24歳で来

日し、83歳でその一生を終えるまで、キリスト教の伝道や建築、製

薬といったさまざまな分野で大きな業績を残しました。特に建築の

面での功績は大きく、彼が設立したヴォーリズ建築事務所は、

教会や学校をはじめ、宣教師の私邸など多くの建物を手がけて

います。そしてそれらは現在でも各地に残っています。

　シリーズ第一回目の今回は、西南女学院に残るマロリー記念

館をご紹介します。この建物は南部バプテストの婦人伝道部総

主事として活躍したキャサリン・マロリーを記念し、彼女からの寄

付によって建てられました。1935年に建てられて以来、学院本部

として使用され続けています。学院の顔としての堂 と々した姿は、

建築当時のまま変わりません。

博物館臨時職員　吉松由希

立正大学博物館

開 館 日／月・水・木・金・土（大学休業中を除く）
開館時間／10：00～16：00
連 絡 先／〒360-0194 埼玉県熊谷市万吉1700　TEL 048-536-6150
URL  http://www.ris.ac.jp/museum/

行列をのぞく女性

上陸した
カピタン・モール

出迎える修道士

1～2階部分が礼拝堂となっています

建築当時と変わらない外観

ヴォーリズ建築を求めて●Ⅰ
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